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橋本市の小学校でこのほど、がんに対する正しい知識を深めてもらい

命の大切さを知ってもらう授業が行われました。 

橋本市立高野口小学校で行われた「がん教育～生命の授業～」には、

６年生４８人が参加し、医療法人南労会紀和病院紀和ブレスト（乳

腺）センター医師の梅村定司センター長が話をしました。 

梅村さんは正しい生活習慣ががんの予防に繋がる事や、コロナ禍でが

ん検診に訪れる人が３割程度減っていて、がんの発見が遅れることも

あるので、家族にがん検診に行くように勧めて欲しいと話しました。 

また授業では、がんに関するクイズや、「がんにならないために出来

ることは、何だろう」というテーマで、話し合いをしました。 

学校でのがんに関する授業は、橋本市と橋本市教育委員会、それに医

療法人南労会紀和病院が協力して実施していて、今年度は、橋本市の

小学校ほぼ全校で実施されるということです。 
（テレビ和歌山ホームページより転載） 


